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新規性 
 汎用的な人物モデルを用いて人物を検出，追跡することによっ
て，追跡する人物の体全体の色パターンを人物モデルとして徐々
に獲得していき，人物モデルが得られれば，それを用いて人物を
識別しながら追跡する点． 
応用 
 人物の行動監視・セキュリティシステム 
概要 
人物の監視システムにおいて，日常的な服装の色パターンを表現できるような人物の形状と色を元
にした人物モデルを作成し，個人を識別しながら人物追跡を行う．人物モデルは複数の部位から構成
されており，それぞれの部位は色情報を持つ．人物の色情報は監視システムのカメラで人物を発見し
人物を追跡しながら獲得を行う．獲得した人物モデルを用いることにより，カメラから対象となる人
物が遠く離れ十分な解像度で顔から個人を認識できない場合でも個人を識別しながら追跡できるよ
うになる．この方法は複数人物のいる生活空間において監視システムが誰がどこで何をしているかを
把握するために有効な方法である．  
ＡＢ
獲得した人物モデルを用いた追跡と人物識別 
・人物追跡 
・人物モデルの獲得 
研究目標 
誰がどこで何をしているかを常に把握するシステムの実現 
従来技術 
指紋や顔画像からの
人物認証 
問題点 
生活環境で行動中の人
物の識別・動作認識は
不可能 
 
課題 
・詳細な動作計測 
・高速な動作計測 
・行動中の人物識別 
・人物の動作に合わせ
た監視カメラの動作 
・高精度な動作計測法
・高速な動作計測法 
・行動中の人物識別法 
・リアルタイム動作認識法 
・能動カメラの動作生成法 
・複数カメラによる協調監視法 
新たに開発する技術・シーズ 
製品・応用分野
人物の動作計測，行動記録装置
リアルタイム行動監視システム
知的能動監視システム 
既存のシーズ 
・生活環境で行動中
の人物の識別 
・危険動作の警告
・不審人物の発見
・人物の行動解析
新機能 
